
平成30年度第1回教育研究評議会議事録 

 

日 時：平成30年4月25日（水）午後1時00分～1時55分 

場 所：本部棟2階大会議室 

出席者：青木議長（学長）、若林委員（副学長）、前川委員（副学長）、重村委員（事務局

長）、大庭委員（国際学部長）、角田委員（情報科学研究科長）、南委員（芸術

学部長）、吉川委員（広島平和研究所長）、日浦委員（理事長補佐、研究担当副

理事）、塩田委員（附属図書館長）、渡辺委員（語学センター長、国際交流担当副

理事）、石田委員（情報処理センター長、情報担当副理事）、藁谷委員（芸術資料

館長）、竹澤委員（社会連携センター長、社会連携担当副理事）、松本委員（国際

交流推進センター長）、井上委員（キャリアセンター長、入学試験・就職担当副理

事）、吉田委員（広報担当副理事）、西委員（学生担当副理事）、弘中委員（教務担

当副理事）、岩井委員（国際学部副学部長）、李委員（情報科学研究科副研究科長）、

伊東委員（芸術学部副学部長）、水本委員（広島平和研究所副所長） 

 

１ 議事 

【報告事項】 

⑴  平成 29 年度第 14 回議事録の確認について 

資料1により各委員が確認した。 

⑵  平成 29 年度第 4回理事会及び経営協議会の開催結果について 

事務局から資料 2のとおり報告があった。平和学研究科に係る授業料等の免除に関

し、今後、他の研究科についても免除等を検討することについて、質問と説明があ

った。 

⑶  公立大学法人広島市立大学業務方法書の変更に係る認可について 

事務局から資料 3により、地方独立行政法人法の改正に伴う公立大学法人広島市立

大学業務方法書の変更について、平成 30 年 4 月 1 日付で市長の認可を受けたこと

について報告があった。 

⑷  平成 30 年度入学者選抜の実施状況等について 

事務局から資料 4のとおり報告があった。 

⑸  平成30年3月卒業者の進学・就職等の状況について 

事務局から資料 5のとおり報告があった。 



【審議事項】 

⑴  学内意見交換会の開催要望について 

事務局から資料 6により、大学院生の確保に関し学内意見交換会開催の要望があっ

たことについて説明があり、5月中を目途に開催することとした。博士前期課程だ

けでなく博士後期課程についても方策を検討した方が良いとの意見、各研究科のこ

れまでの方策も共有した方が良いとの意見、授業料・入学料の免除に関する意見、

他大学のデータが必要との意見等が出され、意見交換会の開催に向けて検討してい

くこととした。 

 

【その他事項】 

⑴  難民高等教育プログラムの授業料等の扱いについて 

事務局から資料 7 により、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）駐日事務所及び特

定非営利活動法人国連 UNHCR 協会と協定締結の上実施する予定の難民高等教育プ

ログラムについて、難民学生に対する授業料及び入学料の免除並びに奨学金の支給

について説明があった。 

⑵  第 1 回学内意見交換会の開催結果について 

事務局から資料 8により、平成 30 年 3 月 28 日に開催した第 1回学内意見交換会で

出された意見等について説明があった。 

 

２ 会議資料 

⑴  平成 29 年度第 14 回教育研究評議会議事録             

⑵  平成 29 年度第 4回理事会及び経営協議会の開催結果について   

⑶  公立大学法人広島市立大学業務方法書の変更に係る認可について      

⑷  平成 30 年度入学者選抜の実施状況等について 

⑸  平成 30 年 3 月卒業者の進学・就職等の状況について 

⑹  学内意見交換会の開催要望について 

⑺  難民高等教育プログラムの授業料等の扱いについて 

⑻  第 1 回学内意見交換会の開催結果について 


